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   平成２６年９月３日（１） 

開議 １０時０９分 

○議長 磯永優二君 

 皆さん、おはようございます。只今の出席議員は、１４名であります。 

 それでは、これより平成２６年第４回豊前市議会定例会を開会し、直ちに本日の会議を

開きます。 

 議事に入る前に、皆さんに、ご報告をいたします。 

来年、市制６０周年を迎えるにあたり、豊前市議会として、市長６期２１年、市議会議員

７年、市助役として４年、計３２年の長きにわたり豊前市発展のために努められました神

﨑礼一元市長の功績に対しまして、感謝の意を表わしたく、表彰を考えております。 

 本日は、それに先立ち、一言ご挨拶をいただきたいと思いまして、ご本人に、この本会

議場に来ていただいておりますので、本人より、お言葉をひとつもらいたいと思いますの

で、皆さんに、ご報告いたします。 

 それでは、ここで神﨑礼一元市長に入室していただきますが、皆さん、拍手をもってお

迎えください。 

ご起立をお願いします。 

（起立あり） 

（神﨑礼一元市長、入室）（拍手あり） 

皆さん、着席してください。 

それでは、神﨑元市長、わざわざお出でいただきまして、ありがとうございます。 

一言ご挨拶を、お願いいたします。 

○元市長 神﨑礼一君 

 只今ご紹介いただきました、神﨑礼一でございます。 

本日は、わざわざお招きをいただきまして、出向いてまいりましたけども、お見かけどお

り、足をいま骨折いたしまして、不自由しております。こういう格好で申し訳ありません

けれども、一言だけご挨拶をさせていただきたいと思います。 

 私は、久しぶりに、この市役所に出向いてまいりましたけれども、思い出すのは、この

役所を建設した当時から、私がこれについて、いろいろ思い出がありますので、そういう

話をいたしたいと思っております。 

 私が市役所の助役に就任いたしましたのは、昭和４６年６月でございまして、時の市長

は、水野市長でございました。６月に就任いたしました。前の庁舎は旧八屋の役場でござ

いました。延床面積は８００何十坪くらいの狭い庁舎でございました。私が助役になりま

して、一部屋を助役室にあてがわれましたけれども、ちょうど６月に入りまして、毎日出

勤をいたしますと、段々７月になり、８月になり、非常に夏の暑い時期からスタートいた
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しましたので、どうしようもないと。夕方になると西日がさして、それもクーラーとかそ

ういうものはない、非常にそういう時期でありまして、クーラーを入れなきゃいかんと。

仕事の能率が上がらないというようなことで、クーラーを入れようということを考えまし

て、まず市長室に入れなきゃなりませんし、議会のほうに、やはり１台入れなきゃならな

い。そうすると助役は、その後でございますから、３つ冷房をしなきゃいけないというこ

とで、そういう思い出もあります。 

昭和４７年になりました明くる年、市役所を造らなきゃいかんということを考えまして、

水野市長に相談をしまして、市役所を造りたいと。お金もないと。しかし何でも人は家を

建てるけれども、お金があって建てるんじゃないと。やはり必要があれば先に家を建てて、

後でいろいろ支払いをするとか、そういうこともやっているようだけども、そういうこと

も考えて、市役所を建てたいということで、どういうふうな方向にいこうかということで、

いろいろ考えましたけれども、八屋町には、どうしても土地がないということで、八屋を

私は断念いたしました。そして豊前市をいろいろ、ここは千束ですけれども、この地に、

やはり市役所を建てようというふうに考えまして、いろいろ敷地を買収しなければなりま

せん。それで、どの程度買おうかと。 

私は、まず部下に命じて２万４０００坪の農地を買収すると、そういうふうに大きな面

積を打ち出したわけですけども、その頃は、ご存じかと思いますが、その当時は、市民会

館の横に市役所がありました。八屋の役場ですけども。それで、市役所を建設するという

ことを打ち上げましたところ、県からも山崎さんという副知事が私のところに来まして、

県も合同庁舎を造りたいというので、５０００坪ほど一緒に買収をしてくれないかという

ことで、話がありましたが、もうその副知事にも良いですよと。どうせ市役所を買収する

んだから、県の敷地も買いましょうということで、それで最終的に２万４０００坪くらい

の図面を引きまして、計画をしたわけですね。 

それで、これから用地交渉に入らなければならない。千束町ですね、ここは。千束町の

用地買収をどこでやるかということで、円光寺というお寺がありますけども、円光寺を借

りて、大きなお御堂ですけども、そこで出向いたのが水野市長と私、それで議会は新居好

太郎議長でした。副議長は、松下春吉副議長、それでもう一人、議会の松田征作という私

のぽん友がおりまして、松田征作が農政連の委員長でして、この男が農地買収には農家相

手でありますから、水田や畑とか、そういうような買収でありましたので、松田征作さん

を一緒に連れまして、それで後は市役所の職員で、それで用地交渉に入ったわけですね。 

それで図面を出して、私から説明をしました。これだけの土地が欲しい。だから是非譲

ってくださいということで話を進めていきましたら、余りにも広すぎるということで、地

主さんの皆さんから、非常に協力的でしたけど、どうしても、これだけ取られれば、わし

たちの田んぼがなくなってしまうというようなことで、いろいろありまして、本当にそう
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いう話しになりまして、もう我々に任せてくれと、地主に任せてくれということで、それ

じゃ任せましょうと。それでも２万４０００坪という、広い面積が必要ですよということ

で、大体、市役所は、この敷地を１万坪買収することになりました。 

そして、これは平地ではありませんでして、ちょっと６割が水田でした。田んぼでした。

それで、この水田に沿って陸地がありまして、ちょっと高台があったり、そういうことが

ありまして、値段は、最終的には決めましたけれども、どういうふうに決めようかという

ことで、水田だけを、７割くらいありました、水田をまず価格を決めると。双方で価格を

決めて、そして後の３割の陸地ですね、ちょっと高いほうですけど、ここをそれに見合う

ように、１．１倍、１．２倍、１．３倍とか、そういうふうにして１．８倍まででしたか、

だから水田の価格が決まれば全部が決まるというような、そういう約束をしまして、それ

で用地交渉に入ったんですね。 

私も殆ど毎晩、戸別訪問しまして、よろしくお願いしますと回りましたけども、松田征

作さんとかは、本当に朝５時からとか、そういうような、百姓の人は皆、朝が早い、ちょ

うど農繁期など忙しいときは、朝が早いものですから、そういうようなことをして、皆で

手分けして家庭を訪問しました。 

それで、どんどんどんどん話が進んでいったわけですが、まずは、そのときに役場が八

屋にあったのが千束に行くということで、八屋から反対運動が起こりました。非常にだん

だんだんだん大きくなって、釜井健介君ですね、まだ２０代でした。それと有吉秀治さん

といって市会議員に後でなりましたけども、この人も反対運動の中におりまして、いろい

ろいろいろ若手の反対も、そういうことがあって、最終的には、有吉さんが八屋の区長会

の会長であるし、豊前市の会長でもありましたから、結局は、八屋の反対のいろいろ問題

について、私に有吉さんが、区長会長が私の所に来るんですね。もう市長の所には行きま

せんで、それで私にどうだこうだと言うけど、だんだんだんだんやはり反対運動も強まっ

たと言いますか、そういうことで市役所を建設するとなると、最終的には、国のほうに、

どこどこに市役所を造りますという番地を申告しなきゃならん。これは議会の議決が必要

だということになりまして、議会の議決をやるという、当時３０人の市会議員でしたから、

私もその前に市会議員をしておりましたから、友だちもかなりおりましたけど、この３０

人の内に八屋出身の議員もかなりおりました。 

そういうことで、どういうふうに、この議会を開会するか、私はそのときは、もう市会

議員ではありませんでした、助役でしたから、それでいろいろ考えて、もしも反対運動で

議会を招集したときに、何百人も押しかけて来られて、会議ができないようなことになる

と大変だということを私も考えました。 

そういうことで、最終的には、議会の議決をするのを夜中にやろうということを、私は

考えたわけですね。夜１２時か１時にこっそりとやると、八屋の人も分かりませんから、
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そういうことで、その晩の、議員の３０名の中で、殆ど私の友だちですけど、皆に相談し

まして、５、６人を呼んで、夜中に議会をやると。俺は怪我人を出さないためにも、やる

んだと。そういうことで、それで、あなた達も全部３０人の中の、いろいろそれぞれのメ

ンバーがおりますから、どこどこでも待機をした所を教えとってくれと。だから何時から

招集するということになったら連絡するから、そのときに市役所に集まってくれというこ

とで、ちゃんと打ち合わせをしまして、３０人を全部、宴会していても、何しても、酒を

飲んでおっても良いというようなことで、私もお願いしまして、皆さんのそれぞれの居場

所が分かって、それから私は自分の家に水野市長を夕方呼んで、それで家で一杯やっとっ

てくれと。その間に議会事務局を私の家に呼んで、議会ですから、手続きとかいろいろあ

りますから、そりゃ言うことは私もよく分かりませんけれども、私の家に、そういう議会

事務局の職員を呼んで、そしていろいろ印刷をさせたり、謄写版ですね、それをいろいろ

手続きをさせました。 

そのときに、私は豊前の警察署に電話を入れまして、夕方ですけども、７時か８時ごろ

でしたが、それで署長官舎に電話を入れましたら奥さんが出まして、署長の行先ははっき

りしておりますかと、どこにおられますかと言って、中津のほうに行っていますと言うか

ら、連絡はつきますかと。警察は全部夜でも行先を家庭で分かるようになっていますので、

それで警察署長から電話が掛ってきました。それでどういうことでしょうかと。いや、今

晩、夜中に議会をやろうと思うと。ちょっと警察署長のあなたに教えとかないと、いろい

ろ問題が起こったときに、あれだから、署長に連絡したんですよ、と言ったら、いや、議

会ちゃ昼やるんやないですかと、１０時があれじゃないですかと言うから、大体、普通は

そうですけども、今度の場合は、市役所の位置を決定する議会ですから、夜中にやりたい

と。怪我人が出らんように、そういうふうに考えて事を進めておりますと言ったら、それ

じゃ、あなたの家に行きますと言って、警察署長が私の自宅に来ました。 

それで署長に、もう話をせんで、分りました、やってくださいと。何時にしますかと、

それじゃ１２時にしましょうかと、１２時だったと思いますけれども。警察もよろしくと。

いや非常招集を掛けますと。全員、８０名だったですかね、その当時の豊前署の８０人を

全部集めますからと、それで市役所の周りにちゃんと不寝番をさせますから、どうぞゆっ

くりやってくださいというようなことで、そのときに議会をやりまして、そして豊前市の

千束吉木ということを議会で決定をしまして、そしてそれを東京のほうの役所に送ったと

いう経過があります。 

そういうことで、この市役所は、最終的には１万坪くらいの敷地になりました。前の八

屋の役場が豊前市の市役所でしたから。当時の亀井知事ですか、亀井光という知事さんで

すが、非常に私を可愛がってくれまして、亀井さんの所に行って、前の八屋の豊前の役場

の、そこは周りが県の庁舎がありましたので、県に買収してもらえば、その役場の土地も
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県の土地になりますから、そういうことで、知事に最高の額で、これを買ってくれという

ことで、よし、豊前の最高の額ちゃ、幾らかと。坪１８万円くらいでした。その当時、そ

んな単価というのは、あまり豊前市にもなかったんですが、もうそれで８００何十坪を県

のほうに買収してもらって、そして決着を付けたということであります。 

それで、そのときに、八屋の有吉区長が、最終的に八屋の反対の皆を収めなきゃならん

ということで、私に、あんたが出て来てくれと。あんた一人で良いということで、下町の

公民館に何月何日の夕方何時から八屋の市民を集めるから、あんたがそれに一人で出てく

れと、他に一人も連れて来んで良いというようなことで、行きましょうということで、下

町の公民館に夜行きまして、大方１００人近くおりましたけれども、結局、私、１対１０

０人というようなことで。私も行って、もう向こうから、ぎゃんぎゃん言われるのは分か

っていましたけれども、まあ２、３時間話をすれば、もうそれで終わりになるというふう

に思って、そこで乗り込んで行きました。 

いろいろ話をしまして、もうあんた達いくら反対しても、千束に建てることは。だから

八屋は１万坪とか、１万何千坪とかいう土地がどうしても出来ないということは、初めか

ら私は分かっているから、もう八屋はしなかったというようなことで、相当やり合いをい

たしましたけども、その途中で上田正吉といって、当時の市議会の総務委員長をやりよる、

私の同級生ですけど、これがもう相当の悪でして、有名な男でしたけども、上田が下町の

公民館に裏口から入って来て、私の所に来て、よう神﨑、もういい加減にしろ、こんなん

相手に何時間したって解決すりゃせんのやからと。結局は、釜井君たちと上田は親戚にな

ります。そういうことで、皆が、おっちゃん、おっちゃんと言いよりましたけど、おっち

ゃん、何で我々の反対につかんのかということでしたけど、選挙負けて、そんなガタガタ

言うたってしょうがないやないかというようなことで、上田が先に一杯飲みに行っとるか

ら、後で終わったら来いよというようなことで。 

後で聞いてみると、私が一人で行くという、水野市長が非常に心配して、おっちゃんを

呼んで、神﨑が一人で行って危ないというようなことで、いろいろあったらしいけど、何

も問題なくて、それで終りにしました。 

それから、さっき言いましたような土地の買収とか、そういう県知事にお願いに行った

のも八屋の有吉さんあたりも連れて、一緒に行ったわけですが、それで収まりをつけたと

いうことであります。この庁舎をやっぱり建てるのに、いろいろそういうこともあったと

いうことは、１つの大きな思い出です。 

それと、昭和４７年です。私は議会の３０人と、豊前市は何か企業とか、そういうもの

を誘致しなきゃいかんということで、九電があったじゃないかと。大正時代から九電の発

電所は、やっぱり八屋にあったんですね。それで、もう非常に石炭を焚いて、もう家いえ

に洗濯物を干したりすると、非常に石炭の灰が洗濯物に付いて汚れるとか、そういうこと
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も豊前の市民は皆分かっていますけど、それに文句を言う人もいなかったし、そういうこ

とで、よし、九電を誘致をしようじゃないかということで、昭和４７年に議会で議決をす

ると。九電を誘致するということを議会で公に皆で決議をしようじゃないかということで、

議会と相談したら、皆よかろうということになりまして、３０人で議会の議決をして、そ

れを今度文書を持って九電にお伺いして、是非、豊前に発電所を建設してくださいという

お願いにあがりました。 

それからが、やはり重油を焚く、油を焚いて発電をすると、今の発電所がそうですけど、

そういうことで、進めたわけですけども、結局、非常に反対運動がそのときには、公害の

問題というか、そういうことで煙突から石炭のススが出て、それを撒き散らかすというこ

とで、そういうのを、いま誘致をすると笑いものになるというふうに、よそから反対運動

が来て、豊前市は笑いものだというようなこと。笑うやつは笑えというようなことで、そ

れで反対派の皆さんを一回、市民会館で、大学の先生を、横浜大学だったですか、先生を

豊前市にお呼びして、そして市民会館で討論会をやって、結局、私が市民会館で、それの

司会をやりまして、大学の先生が受け答えをする。私が司会で誰々を指さして、それで皆

がもう非常に反対運動の連中が多かったんですけど、ある程度時間を考えて、そういうふ

うにやって、非常にやはり九電の反対といいますか、凄かったんですね。 

起工式のときに、昭和５１年だったですかね、もう私は市長になっておりました。その

ときに新居市議会議長でしたが、二人で乗用車に乗って、別々に九電の地鎮祭に案内を受

けていましたから、九電のほうに、まだそこに道路に鎖を張って、反対派の人が車を通せ

んぼしてるんですね。私と新居議長が車から下りて、なんだと、伝家の宝刀に、こんな馬

鹿なことをするなと言って、非常にそこで怒ったことがありますけど、九電の所長が、横

に、ちょっと遠くにおりましたけど、こういう状況だから、起工式には、市長さんと議長

さん、遠慮してくださいと、とうとう九電の近くまで行ったけど、起工式に出席せんで帰

ったことを今でも覚えておりますけども、非常に、やはりその反対運動がありましたけれ

ども、九電は、いま建設ができて、非常に、また今度、海を埋め立てして豊前市は今から

火力発電を、また増やしていくということを聞いております。非常に結構な話だと思って

おりますから、是非そういう点も皆さん、協力をしてやっていただきたいなと思っており

ます。 

ちょうど、この市役所が出来上がったのは、４９年の１１月です。この落成式をいつに

するかということでしたけれども、ちょうど出来上がるのが１１月ごろで、１１月に落成

式をやりました。水野市長が、昭和５０年任期が４月まででしたから、そういうふうに考

えて事を運んだんですけれども、どうしても水野市長が途中で、もう１回出たいと言い始

めて、私が、水野市長が引退されるなら、私が市長に立候補しようかなというふうに考え

ておりましたけれども、水野市長がもう１回ということであれば、これはもう助役として
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の仕事だと思って、水野市長が言ったときに、ちょうど部下が２０、３０人おりましたの

で、来年の選挙は、水野市長を応援すると。皆頼むぞというようなことで、そして昭和５

０年の４月に市長選挙をやりました。 

当時の対抗馬は小路太さんという京都帝大を出た三毛門の人でしたけど、小路さんと私

も友だちですが、仲の良い友達でしたけど、対抗馬に出るということで、小路さんが市役

所に挨拶にみえましたけども、私の助役室までみえたですけども、もう小路さんに、私は

あなたと友だちだけれども、あんたをするわけにいかんと、水野さんを俺は応援しなきゃ

ならんということで、小路さんにきっぱりと言いまして、水野市長を５０年４月の選挙で、

また当選をしてもらいました。 

そして、また私も助役でずっといっておりましたけれども、２期目ですね。もう１つ、

しなきゃならないことがある。再建団体というのに豊前市は入ったんですね。それは私が

４６年に助役になりまして、どうしてもこれはもうやり繰りができないということ。私は

お金を全部扱うようなわけではないですけども、どうしても豊前市は、今の状態ではやっ

ていけないと。そういう非常に財政の悪化をきたしておったんですね。そういうことで再

建団体に入ろうということになりまして、当時、再建団体は、豊前市は２番目くらいで、

１番は、私もそのときは知りませんでしたけど、大分県に竹田という市がありますけども

大分県竹田市が１番、そして豊前市は２番、行橋市は３番だと。大体そういう候補地、あ

とは田川郡のほうの町村がそれに続くというようなことでした。 

そしたらある時に、この市役所が出来上がってからですね。竹田のほうから助役さんが

私に会いたいと言って来ているということで、ここで会ったわけですね。それで、私は竹

田の助役がわざわざ、竹田市は、私は行ったことはありませんけども、だいぶ遠方だとい

う。それで竹田の助役を、ちょっと一杯飲み屋に連れて行って、どういうことですかと、

あなたが私に用があるということは、と話をいろいろしたわけです。  

そうしたときに、その助役が言うことには、うちは煩いと、第１号ということで非常に

攻め上げられていると。どうにも１号はもう嫌だと。だからあなたのほうが２番手になっ

ているけど、あんたが１番で、それで私を２番にしてくれんかということで、そういうこ

とで来たわけですね。ああいいですよと、そりゃ２番より１番のほうがいいよと。わしゃ

なんぼいろいろやられたって、１番になるよと。んなら私が１番で、豊前市が１番で竹田

が２番ですねと、いいでしょと。それで行橋市が３番ですか。そういうふうにして、だん

だんだんだん。そういうことで、私は再建第１号ということになりました。 

非常に再建団体になるのに、労働組合が給料カットされるとか、いろいろありましたん

で、これはやむを得ないですね、そういう給料を上げ過ぎたりいろいろしておりましたん

で、もうこの際に、やはり改めなきゃいかんということを考えました。 

それで、再建の、そのときに、この役所にどんどんどんどん、反対の連中が福岡県です
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よね、福岡県の自治労が、結局は豊前市が再建に入ることを妨害しようというようなこと

で、来るんですね、私のところに。私は助役ですけど、市長でもありませんでしたけれど

も。 

やはりいろいろいろいろ、そういうことで今度右翼が私につくわけですね。右翼の街宣

車とか。ある日、電話が朝早く家に掛ってきたんですね。そして豊前にも右翼がおりまし

てね、若手やったですけど。私に電話してきたんです。豊前署の警察署長の部屋から電話

を掛けてきたんですね。初めは分からないですよ、電話をどこからか。私はいま豊前署の

署長がここに目の前におりますけど、署長の電話を借りて、あんたに電話しよると。なん

でそんなことをせないかんかと、私は電話で言いましたけども、もう、きょうは街宣車が

８台来ております。それで市役所に行きますけど、市役所をやかまし言うんじゃないで、

街宣車ですから、道路から演説をしたいけども、ちょっとあんたの了解を取るために、い

ま電話しよると。そりゃ市役所の周りには、いろいろ道路があるから、そこからやってる

と、８台来ていますというようなことで、いろいろいろいろ、そういうこともありました

けども、この市役所の前に植え木がずっと囲いでありますけども、それに今度、右翼が私

の所に来て日の丸を旗を、赤旗がだいぶ立っていましたけども、赤旗だけじゃ駄目だと、

それに日の丸を入れたら良いということで、また日の丸の旗を木の間に立てさせた。 

そのお金、旗代ですね、それは、私はもう個人で出して、やったことがありますけども、

非常にやはり何と言いますか、豊前市も当時は勇ましかったんですね。私も元気が良かっ

たですけど、そういうようなことで、今度は市長になりました。 

市長は、昭和５０年の、その市長になる４月に市長選挙をやって、水野さんを当選させ

て、それで私は助役でいたんですけども、非常に再建団体に入るということが、自治労と

か、いろいろ反対運動で。水野市長が１０月に甘木の市役所がありますけども、今は朝倉

と言いますかね、その市役所で福岡県の市長会があるということで、水野市長が東京に出

張しておったのを、豊前に帰らずに福岡から甘木の市役所に行っているんですね。市長に

は秘書課長がついて行っていますけども。 

そしたらその１０月の何日ですか、水野市長から電話が掛ってきたんですよ。市役所か

ら私に。私は八屋におりまして、何か竣工式に行っておりましたけど、そこに電話が掛っ

てきて、水野市長がおかしいと。危ないと。どうもそういうことで電話がありまして、私

もびっくりしまして、それですぐ竣工式会場から市役所に帰りまして、そして車を出させ

て甘木まで車に乗って吹っ飛んで行ったんですけど、甘木の市役所について、甘木の横に

朝倉病院という病院がありましたけども、そこで、私が行ったら、水野市長が横たわって、

もう亡くなっているんですね。そして、手には数珠を巻いている。それで市長会があって

いるのに、それに行ったのに、市長会には出らずに甘木の市役所の３階ですか、そこで自

治労の連中と何十人か知りませんけども、取り囲まれて、そして腹か何かやられて、結局
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７７歳でしたか、それで亡くなっているんです。 

それで私ももう、これは大変なことになったと思って、甘木の市役所で、それですぐ甘

木の警察署に行きました。警察署長はおるかと言ったら、おると言う。ちょっと警察署長

室はどこかと、それで行って、警察署長に、私はやかましく言いまして、何で豊前の市長

が甘木に来て、甘木の市役所で亡くなるというのは、何事ですかと。それで、その日に、

警察署長も、それで犯人を挙げてくれということで、私もいろいろ言って、水野市長を霊

柩車に乗せて、夜遅く豊前まで帰って来たんです。 

そういうことで、水野市長を、私が葬儀委員長で市民会館で市民葬を執り行いました。

そして市民葬が終わった後、市長選挙を何十日以内で、やらなきゃならんということで、

私が立候補を、そこで、その後、意思表示をして、そして１１月に市長選挙がありまして、

それで私が当選をして、そして、それからずっと私は５期市長をやったということであり

ます。 

水野市長の葬式を市民会館でやりまして、私が葬儀委員長でしたけども、その半年も経

たずに、もう一人の市長である浦野さんが亡くなって、それで浦野家から私は市長でした

けれども、浦野浩さんという市長でしたけれども、葬儀をやはり市民会館で、あなたが葬

儀委員長でやってくれないかということを、浦野家から私は頼まれました。それは、一人

残った浦野市長ですから、分ったと、私が葬儀委員長でやらせていただきましょうという

ことで、私の先輩の２人の市長の葬儀は、市民会館で私が葬儀委員長で執り行ったという

ことであります。 

そういう昔のことをいろいろ思い出して、きょうは、夕べ前日、２時に目が覚めまして、

ずっと朝まで寝られんで、いろいろそういうことを考えて、きょうは、ここで喋っている

わけですけど、あまり長く喋ると、またあれだと思いますが、もうこの辺で、市長のとき

のことは、またいろいろありますけども、助役時代から市長になったときまでの話をしま

したが、それから私が市会議員のときに定員が３０人でした。それで、これは３０人は多

すぎると、私はそのときから思っていました。豊前市は３万人そこそこの人口で、定数が

３０名というのは、ちょっと多すぎるなと。しかし選挙は楽でしたね、３０人で出ますと。

私も２回当選させてもらいましたけれども。私が市長になってから、今度、この市会議員

を減らさないかんということを考えた。ここで、この議場で、いろいろ市会議員の皆さん

とやり取りをしたことがあります。 

私は市長で、市長、あんたは豊前市の市会議員は何人やったら良いと思うとるんかと。

私は３０人から２６人にして、２２人にしたんですかね、それで２０人にして、最後は、

私の最後ですけども、秋吉信人さんが市会議長のときです。そのときは、もう２０人でし

たか。秋吉議長が私の所に来て、あんたは何人にするんかと、私に言うわけです。最後は、

あんたは何人にしたいのかと。私は、やはり日本で初めて、市会議員の数は一番少ない数
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にしたいんだと。そういう話をしたら、一番少ないのは何人かと言ったら、１８人の所が

６つか８つあるよと。だからこれは、１８人は駄目だと。１７なら良いと。秋吉議長に、

私は１７にやりたいと。そしたら１７といったら反対に遭って、これはちょっと議会が、

議決ができんかもわからんよと。そんな議決ができんなんて、誰が反対するのかと、社会

党とか共産党は反対しても、そりゃもう何でも反対しよったけど、ということで、そした

ら保守のほうでも反対が何人も出るかも分からんというようなことでした。 

出るなら出たで良いから、そりゃそのときの話じゃと。だから本当言ったら、議長が、

議会が自分たちの定数を決めるのは、本当は市議会がやるべきだと、それを市長がやるの

はおかしいと、私は秋吉君にもはっきり言いましたけれども、いや、もうあんたがやって

くれというようなことで、とうとう私は１７にしまして、そのときに、いつまで減らすの

かというようなことで、言われたことがあります。そりゃ中津がそのときに２８名でした

か、行橋が２４名ですかね、だからもう行橋とか中津とかは良いじゃないかと、人口が８

万人くらいあるけど、豊前は３万そこそこで、そんな中津とか行橋と肩を並べるような数

じゃいかんというようなことで、やっぱり減らしてきた。 

現在は１５人ですか、だから非常に私のときより、まだ減っておるというようなことで、

非常に私は、議員さんも偉いなというふうに、当時から考えておりましたけども、きょう

は、もういろいろ申し上げることも、まだいろいろありますけども、あんまり言いますと、

長ったらしくなりますので、この辺で、もうやめさせていただきますけれども、どうぞ、

私も８３歳ですから、もうあと何年も、こういうふうに足がまともでありませんし、いつ

最期を迎えるかもわかりませんけども、どうか皆さん、今後は、やはり議会の皆さんが仲

良くして、そしてこの豊前市をますます発展をさせていただくように、また海の埋め立て

をするというようなことも、いろいろ聞いております。 

私も市長のときに海の埋め立てようというようなことで、計画をしたことがあります。

ただ、豊前市で、そういう３０くらいの各種団体の長を任命して、そして、この３階の大

ホールで何回か会議を持って、やったことがありますけども、どうしても、これは市でや

ることには、非常に大き過ぎてどうにもならんと。そのときの後に福岡県がやろうという

ことで、福岡で私もその中に、県から委員の一人に任命されました。後は大学の先生ばっ

かしでしたけども、そういうふうにして、私も県の会合にも何回か出て、そのときは、豊

前の海を埋め立てることで、現地まで、大学の各大学がありますけど、皆さん、教授の先

生方、偉い方が豊前市まで来て、そして海岸をずっと見て回って、そしてそこまで行った

けれども、やはり大きな事業だということで、県のほうも、やはり尻切れトンボと言いま

すか、そういうことで、ちょっと終わりになったことがあります。 

 今度、豊前市がやると、非常に国の補助金も相当出ると、出ておるということを聞いて

おりますので、それをもとに豊前市の海をある程度埋立てをして、そして九州電力が、い
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ま赤字らしいので、九電もお金をあまり出せないらしいですけども、九電が出さないでも

日本には、いろいろお金を出す所があります。国のほうがその気になってもらえれば、ど

んどん進めていくことができますので、私はこれから、そういう地元がどんどん発展して

いくように、それを願って、そしてできるだけの協力をしていこうというふうに考えてお

りますので、皆さん方も、是非そういう面で、今後、豊前市の発展のために、ご協力をお

願いいたしまして、もう私の話はこれで終わらせていただきます。 

どうもありがとうございました。 

（拍手あり） 

○議長 磯永優二君 

 神﨑礼一元市長、いろいろなお話、ありがとうございました。 

これからも健康に十分留意し、我々後輩に対して、ご指導のほど、よろしくお願いいたし

ます。 

 皆さん、もう一度、拍手をもってお送りしていただきたいと思います。 

ありがとうございました。 

（拍手あり） 

ここで暫時休憩いたします。 

休憩 １１時０１分 

再開 １１時１５分 

○議長 磯永優二君 

 それでは、休憩前に引き続き、会議を開きますが、先程、元市長の話の中にもありまし

たように、議会ひとつになって、豊前市発展のために力を注いでいきたいと思いますので、

皆さん共に発展のために頑張りましょう。 

 それでは、会議を開きます。 

 日程第１ 会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。今定例会の会期は、議会運営委員会で協議のとおり、本日から９月

２６日までの２４日間といたしたいと思います。これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

ご異議なしと認めます。よって、会期は２４日間と決定いたしました。 

 続きまして、日程第２ 会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第８０条の規定により、議長において、５番 福井昌文議員、

１０番 山崎廣美議員を指名いたします。 

 日程第３ 諸般の報告をいたします。 

監査委員より、平成２６年５月分から７月分までの出納例月検査の報告が届いております。

各報告書につきましては、事務局に保管しておりますので、ご了承願います。 
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 以上で、報告を終わります。 

 日程第４ 議案の上程を行い、提案理由の説明を受けることにいたします。 

今定例会には、市長から、議案２５件、報告６件が提出されております。これらを一括上

程し、議題といたします。 

 それでは、市長に提案理由の説明を求めます。市長。 

○市長 後藤元秀君 

 皆さん、こんにちは。只今、先程、神﨑元市長さんから、本当に、こんなことがあった

のかと、先人の皆さんのご苦労、ご労苦に対して、本当に感謝の気持ちと、そして今を引

き継ぐ、私たち執行部と議長、議会の皆様、しっかりと力を合せて市政発展のために取り

組んでいかなければならないという決意を新たにしたところであります。本当にありがと

うございました。 

それでは、提案理由の説明を読ませていただきます。 

 平成２６年第４回定例会提案理由説明。本日、ここに平成２６年第４回豊前市議会定例

会を招集いたしましたところ、議員各位には、公私共にご多用のところ、ご臨席を賜り、

誠にありがとうございます。厚くお礼を申し上げます。 

 本議会に提案いたしました議案は、条例案件１１件、予算案件１件、決算案件１０件、

その他の案件３件、報告案件６件の、計３１件であります。 

それでは、議案の順序により、ご説明申し上げます。 

 議案第３５号は、豊前市税条例の一部改正についてであります。地方税法等の一部を改

正する法律が公布されたことに伴い、関係規定を整備するものであります。 

 議案第３６号は、豊前市福祉事務所設置条例の一部改正についてであります。次代の社

会を担う子どもたちの健全な育成を図るための次世代育成支援対策推進法等の一部を改正

する法律の施行に伴い、関係規定を整備するものであります。 

 議案第３７号は、豊前市ひとり親家庭等の医療費の支給に関する条例の一部改正につい

てであります。次代の社会を担う子どもの健全な育成を図るための次世代育成支援対策推

法等の一部を改正する法律等の施行に伴い、関係規定を整備するものであります。 

 議案第３８号は、豊前市重度障害者医療費の支給に関する条例の一部改正についてであ

ります。中国残留邦人等の円滑な帰国の促進、及び永住帰国後の自立の支援に関する法律

の一部を改正する法律の施行に伴い、関係規定を整備するものであります。 

 議案第３９号は、豊前市若年者専修学校等技能習得資金貸与条例の一部改正についてで

あります。次代の社会を担う子どもの健全な育成を図るための次世代育成支援対策推進法

等の一部を改正する法律の施行に伴い、関係規定を整備するものであります。 

 議案第４０号は、豊前市営住宅管理条例の一部改正についてであります。中国残留邦人

等の円滑な帰国の促進、及び永住帰国後の自立の支援に関する法律の一部を改正する法律
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の施行に伴い、関係規定を整備するものであります。 

 議案第４１号は、豊前市保育の必要性の認定に関する条例の制定についてであります。 

子ども・子育て支援法第２０条の規定により、保育の必要性の認定に関する基準を定める

ため、関係規定を整備するものであります。 

 議案第４２号は、豊前市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の

制定についてであります。児童福祉法第３４条の１６の規定に基づき、家庭的保育事業の

設備及び運営に関する基準を定めるため、関係規定を整備するものであります。 

 議案第４３号は、豊前市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基

準を定める条例の制定についてであります。子ども・子育て支援法第３４条第２項及び第

４６条第２項の規定に基づき、特定教育保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する

基準を定めるため、関係規定を整備するものであります。 

 議案第４４号は、豊前市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める

条例の制定についてであります。児童福祉法第３４条の８の２第１項の規定に基づき、放

課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定めるため、関係規定を整備するも

のであります。 

 議案第４５号は、豊前市地域計画の区域内における建築物の制限に関する条例の制定に

ついてであります。小石原工業団地拡張事業に伴う都市計画決定に基づき、関係規定を整

備するものであります。 

 議案第４６号は、市道路線の認定についてであります。道路法第８条第１項の規定に基

づき、市道路線を認定するにあたり、同条第２項の規定により、市議会の議決を求めるも

のであります。 

 議案第４７号は、市道路線の廃止についてであります。道路法第１０条第１項の規定に

基づき、市道路線を廃止するにあたり、同条第３項の規定により、市議会の議決を求める

ものであります。 

 議案第４８号は、財産の取得についてであります。能徳工業団地拡張用地として、有効

活用するため、土地を購入するにあたり、豊前市の議会の議決に付すべき契約及び財産の

取得又は処分に関する条例第３条の規定により、市議会の議決を求めるものであります。 

 議案第４９号は、平成２６年度豊前市一般会計補正予算（第２号）であります。 

今回の補正予算は、市政運営上、緊急に必要とされる経費等について、所要の措置をいた

したところであります。その補正額は、１億２６２１万１０００円で、補正後の予算総額

は、１１７億１９６１万１０００円であります。 

 歳出の目的別補正の概要について、ご説明申し上げます。 

２款総務費に３９３万６０００円の補正であります。その主なものは、東九州自動車道開

通記念マラソン大会負担金１４６万４０００円、木造戸建て住宅耐震改修促進事業補助金
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９０万円の補正であります。 

 ３款民生費に、生活保護システム等改修委託料１５０万円の補正であります。 

 ４款衛生費に、老朽危険家屋等除却促進事業補助金１５０万円の補正であります。 

 ６款農林水産業費に、２３５９万３０００円の補正であります。その主なものは、松江

水路測量等業務委託料２４０万円、山村振興事業施設用備品４３９万２０００円、水産振

興費１６６万６０００円の補正であります。 

 ７款商工費に、８５４３万１０００円の補正であります。その主なものは、プレミアム

商品券発行事業補助金１５０万円、企業誘致対策費８３１８万５０００円の補正でありま

す。 

 ８款土木費に、港湾協会負担金６万５０００円の補正であります。 

 １０款教育費に、１０１８万６０００円の補正であります。その主なものは、早期教育

支援体制構築事業３１０万円、県道犀川豊前線発掘調査事業８６万円の補正であります。

この補正予算の財源は、歳出補正に伴う国県支出金等の特定財源のほか、一般財源として、

平成２５年度繰越金、地方交付税を、それぞれ措置したところであります。 

 議案第５０号から第５６号までは、平成２５年度の決算の認定に関する議案であります。

同議案に係る一般会計のほか、６特別会計の主要施策の概要及び成果等につきましては、

別冊に記述のとおりでありますので、詳細の説明は省略させていただき、会計別の決算等

について、そのあらましを申し上げます。 

 議案第５０号 豊前市一般会計の最終予算額は、１２２億１２８１万８０００円であり

ます。これに対し、歳入決算額は、１１５億３２０８万４８３円で、予算に対する収入率

は、９４．４％、歳出決算額は、１１３億５９４８万６６６９円で、対予算の執行率は、

９３．０％、歳入歳出差引、１億７２５９万３８１４円の形式黒字となっていますが、翌

年度への繰越財源を差し引きした実質収支額は、１億３１３０万３６９４円の黒字決算と

なっております。 

 このうち９０００万円は、地方自治法第２３３条の２及び財政調整基金条例第２条第１

項の規定に基づき、積立をいたしております。 

 議案第５１号 豊前市国民健康保険事業特別会計の最終予算額は、４０億９０５４万９

０００円であります。これに対し、歳入決算額は、３５億７２０７万３２３８円で、予算

に対する収入率は、８７．３％、歳出決算額は、３４億９７３４万４６５０円で、対予算

の執行率は、８５．５％、歳入歳出差引、７４７２万８５８８円の黒字で、翌年度繰越金

となっています。 

 議案第５２号 豊前市後期高齢者医療事業特別会計の最終予算額は、４億３５９５万７

０００円であります。これに対し、歳入決算額は、４億２６４０万４２９２円で、予算に

対する収入率は、９７．８％、歳出決算額は、４億１３５９万８６０２円で、対予算の執
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行率は、９４．９％、歳入歳出差引、１２８０万５６９０円の黒字で、翌年度繰越金とな

っています。 

 議案第５３号は、豊前市住宅資金等貸付事業特別会計の最終予算額は、３２２８万６０

００円であります。これに対し、歳入決算額は、３１１万２８３８円で、予算に対する収

入率は、９．６％、歳出決算額は、３１６７万７４９４円で、対予算の執行率は、９８．

１％、歳入歳出差引、２８５６万４６５６円の歳入不足となっておりますので、翌年度よ

り繰上充用いたしております。 

 議案第５４号 豊前市営駐車場事業特別会計の最終予算額は、１０１０万円であります。

これに対し、歳入決算額は、１１００万５１２円で、予算に対する収入率は、１０８．９％、

歳出予算額は、１０００万７３８３円で、対予算の執行率は、９９．１％、歳入歳出差引、

９９万３１２４円の黒字で、翌年度繰越金となっております。 

 議案第５５号 豊前市バス事業特別会計の最終予算額は、３６２８万６０００円であり

ます。これに対し、歳入決算額は、３５７６万６４６０円で、予算に対する収入率は、９

８．６％、歳出決算額は、３５７６万６４６０円で、対予算の執行率は、９８．６％で、

歳入歳出は同額となっております。 

 議案第５６号 豊前市工業用地造成事業特別会計の最終予算額は、２８６２万８０００

円であります。これに対し、歳入決算額は、２８２９万８５２９円で、予算に対する収入

率は、９８．８％、歳出決算額は、２２２９万８５２９円で、対予算の執行率は７７．９％、

歳入歳出差引６００万円の形式黒字となっていますが、全額を翌年度への繰越財源とした

ため、実質収支額は０円となっております。 

 議案第５７号 豊前市水道事業会計の平成２５年度の決算は、収益的収支では、収入５

億３８３５万１２９２円に対し、支出５億４３７万３９９８円であり、消費税を除いた当

年度純利益は、３０５１万７１０５円となっております。 

 なお、営業外収入につきましては、当年度他会計補助金及び業務受託収益による収益で

あります。 

 特別利益につきましては、消費税の更正及び東九州自動車道関連工事の補償に伴う過年

度損益修正益６７６万６５００円、特別損失につきましては、東九州自動車道関連工事の

修正に伴う過年度損益修正損２８０万４０００円となっております。 

 また、資本的収支では、収入８６３７万７９５０円に対し、支出１億７５０２万１６８

９円であり、差し引き８８６４万３７３９円の不足が生じておりますが、この不足額につ

きましては、企業債償還元金に充当するための減債積立金取り崩し、１２１３万３０６６

円、当年度分損益勘定留保資金７３２１万３９２４円、当年度分消費税及び地方消費税資

本的収支調整額３２９万６７４９円で補てんしたところであります。 

 事業面では、排水管布設工事、東九州自動車道関連工事、漏水防止対策も含めた配水管
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布設替工事、老朽化した取水設備の改修等９工事で、工事延長６１４．７ｍを実施いたし

ました。また、第８期拡張事業につきましては、８工事で工事延長１４２６ｍを実施いた

しました。 

 今後とも、なお一層の効率的な経営に向け、企業努力をしてまいる所存であります。 

 議案第５８号 豊前市下水道事業特別会計の決算であります。 

まず、豊前市公共下水道事業について、平成２５年度決算は、収益的収支では、収入４億

３２１万５８６３円に対し、支出４億６６０３万１５０円であります。消費税を除いた当

年度純損失は、６５１２万９７６０円となっております。 

 なお、営業外収入につきましては、当年度他会計補助金等による収益であります。諸経

費の節減に努めましたが、支出の主な要因は、有形固定資産の減価償却費によるものであ

ります。 

 また、資本的収支では、収入１億１２６６万６７００円に対し、支出２億９４７５万８

２５１円であり、翌年度へ繰り越される支出の財源に充当する額５０万円を収入から除い

て、差引１億８２５９万１５５１円の不足が生じておりますが、この不足額につきまして

は、過年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額４２２万４２２７円、当年度分消費

税、及び地方消費税資本的収支調整額２１８万８８０６円、過年度分損益勘定留保資金１

億７３５７万８５１８円、繰越工事資金２６０万円で補てんしたところであります。 

 事業面では、汚水管布設１工事、工事延長３１．５ｍ、浄化センター建設工事及び二葉

雨水幹線の排水計画策定業務委託を実施いたしました。 

 続いて、豊前市農業集落排水施設事業について、平成２５年度決算は、収益的収支では、

収入２７１１万６０００円に対し、支出３４０９万５８６６円であり、消費税を除いた当

年度分純損失は、６９７万９８６６円となっております。 

 なお、営業外収入につきましては、当年度他会計補助金による収益であります。 

 諸経費の削減に努めましたが、支出の主な要因は、有形固定資産の減価償却費によるも

のであります。 

 また、資本的収支では、支出１２８２万５１８９円であり、同額の不足が生じておりま

すが、この不足額につきましては、過年度分損益勘定留保資金１２８２万５１８９円で補

てんしたところであります。 

 今後とも、なお一層の効率的な経営に向け、企業努力をしてまいる所存であります。 

 議案第５９号 豊前市東部地区工業用水道事業会計の平成２５年度決算は、収益的収支

では、収入１６８１万６０５９円に対し、支出１６２０万３６５３円であり、消費税を除

いた当年度純利益は、６１万２４０６円となっております。 

 なお、営業外収入につきましては、業務受託収益による収益であります。また資本的収

支では、収入４３３万１３２３円に対し、支出４３３万１３２３円であり、不足は生じて
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おりません。 

 報告第７号は、平成２５年度豊前市の財政の健全化判断比率について、地方公共団体の

財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定により、別紙監査委員の意見を付けて報告

するものであります。 

 健全化判断比率である実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率及び将来負担

比率は、いずれも国の早期健全化基準を大きく下回っており、健全な財政状況にあると判

断されました。 

 報告第８号は、平成２５年豊前市工業用地造成事業特別会計の資金不足比率について、

報告第９号は、平成２５年度豊前市水道事業会計の資金不足比率について、報告第１０号

は、平成２５年度豊前市下水道事業特別会計の資金不足比率について、報告第１１号は、

平成２５年度豊前市東部地区工業用水道事業会計の資金不足比率についてであります。 

 各会計の資金不足比率について、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第

１項の規定により、別紙監査委員の意見を付けて報告するものであります。 

 各会計における資金不足比率については、資金不足を生じた会計がないため、いずれも

経営健全化基準に該当しておりません。 

 報告第１２号は、豊前市土地開発公社の平成２５年度事業及び決算並びに平成２６年度

事業計画及び予算について、地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、報告するも

のであります。 

 以上、提出議案の概要について、ご説明申し上げましたが、いずれの議案も市政運営上、

緊急かつ必要な案件でありますので、議員各位には、慎重にご審議の上、すみやかにご議

決くださいますよう、お願い申し上げまして、提案理由の説明を終わります。 

○議長 磯永優二君 

 以上で、議案の上程、提案の理由並びに報告説明を終わります。 

 次に、今定例会に提案されております決算認定案件に関し、監査委員に審査の概要につ

いて、報告を求めます。矢鳴監査委員。 

○監査委員 矢鳴学君 

 皆さん、こんにちは。今回、審査に付されました平成２５年度豊前市一般会計、特別会

計歳入歳出決算、及び公営企業会計決算の審査結果の報告、並びに財政健全化判断比率、

資金不足比率の審査の概要について、ご報告をいたします。 

 審査は、本年６月２日から８月８日まで、榎本監査委員とともに実施をいたしました。 

詳細につきましては、別冊審査意見書がありますので、省略をさせていただきます。 

 はじめに、平成２５年度豊前市一般会計歳入歳出決算は、前年度と比べ、歳入において

５億６９０６万８０００円、歳出において、５億２０５４万３０００円の減額決算となっ

ております。 



- 18 - 

 実質収支は、一般会計では、１億３１３０万４０００円の黒字で、前年度比では、７９

４万円の増、実質単年度収支は、１億１４１６万６０００円の黒字となっており、歳入歳

出ともに大幅な減額となる中、前年度と比べ、７０３９万７０００円の増で、実質収支、

実質単年度収支ともに前年を上回っております。 

 なお、実質収支額１億３１３０万４０００円のうち、９０００万円は地方自治法及び財

政調整基金条例の規定に基づきまして、積立てられております。 

 ６特別会計では、住宅新築資金等貸付事業会計は、赤字で、繰上充用で補てんされてお

りますが、その他の会計は、黒字あるいは収支が均衡いたしております。 

 特別会計を合計した実質収支は、５９９６万３０００円の黒字でありますが、前年度と

比べると、１億９５４１万６０００円の大幅な減で、国保会計が単年度赤字、１億９４７

１万６０００円と、ここ１０数年来で最も大きな額となったことによるものであります。 

 次に、一般会計の歳入を財源で、前年度と比べてみますと、自主財源が３億４９３７万

８０００円、依存財源が２億１９６９万円の減で、自主財源の減収が大きく、根幹となる

税は、景気動向による法人税の減収が大きく、また安定的な財源とは見込めない諸収入と

財政調整基金からの繰入がなかったことによるものであります。 

 また、市税、過年度分の徴収額の向上に向けましても、さらなる努力をされることを望

むものであります。 

 依存財源においても、地方交付税の増は見込みにくく、国の景気対策による交付金や補

助金は変動が大きく、安定した持続性のある自主財源確保の努力が喫緊の課題と思われま

す。 

 歳出の性質別経費では、義務的経費が１億４９８万７０００円、投資的経費は、３億３

０１４万７０００円の減で、その他の経費で８５４０万９０００円の減となっております。 

 義務的経費の減は、扶助費は増高傾向にありますが、人件費、公債費の減によるもので、

投資的経費は、防災行政無線整備事業、八屋小学校校舎改修工事、街路事業宇島駅自由通

路事業などの大型工事の完了や、災害復旧事業費がなかったことなどによるものでありま

す。 

 普通会計でみる財政指標のうち、財政構造の硬直化、弾力性を判断する経常収支比率は、

９３．５％で、前年度より０．９％の増で、３年連続の上昇となっております。その主な

要因としては、経常的支出は前年度に対して６８５８万６０００円の減であるもの、経常

的収入が１億４４４８万円で、歳出減を２倍以上、上回ったことによるものであります。 

 歳入歳出の増減は、経済情勢、国の景気対策、市の政策等により、変動はあると思われ

ますが、ここ数年、経常的収入の減が経常的支出減を上回り、今後、上昇要因も含まれて

おり、その推移を注視していく必要があると思われます。 

 特別会計については、国民健康保険事業会計は、単年度収支が１億９４７１万６０００
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円の赤字で、翌年度への繰越金が７４７２万９０００円となっております。単年度赤字は、

１０数年来で、最も大きな額となっており、今後が懸念されるところであります。 

主たる要因として、国庫支出金など、一部増額の部分がありますが、前期高齢者交付金、

療養給付費交付金等の減額によるものであります。一人あたりの療養費は、前年に対し、

２万円相当減額になっているものの、制度上の外的要因による部分があると思われます。 

 一方、後期高齢者事業は、一人あたりの単価は、減少傾向にありますが、被保険者が年々

増加しており、療養費の総額も増加傾向は、今後も続くと思われます。 

 次に、公営企業会計についてであります。収益的収支は、水道事業会計及び東部地区工

業用水道事業は、黒字決算を持続しておりますが、公共下水道事業、及び農業集落排水施

設事業は、赤字決算となっております。 

 水道事業は、増収減益となっており、減益の要因は、営業費用において、動力費の増が

あるものの、会計基準見直しによる委託料の増など、一時的な要因によるものであります。

本年度、準利益は、３０５１万７０００円でありますが、減債積立金を１２１３万３００

０円、修繕引当金を２０９万２０００円が取り崩されており、３期連続となっております。 

 収益的収入において、過年度損益収支による収益分があり、これらを含んだ単年度の実

質的準利益は、大幅に圧縮されることとなります。例年、純利益は確保しているものの、

経営状況は厳しい状況下にあると思われます。 

 下水道事業特別会計の２事業は、いずれも赤字決算で、年度による変動はありますが、

年々累積赤字は増えていく状況下にあります。下水道事業の赤字は、対前年比４７９万７

０００円の増、農業集落排水は、８６万８０００円の増となっております。 

 下水道使用料は、年々増収となっておりますが、市補助金の変動、営業費用増減による

収支の変動が大きく、不安定な経営状況にあります。 

 東部地区工業用水道事業は、増収増益となっておりますが、臨時給水益によるものであ

り、なければ動力費等の歳出増により、増収減益で実質的単年度赤字となり、今後が懸念

されるところであります。 

 最後に審査に付されました健全化判断比率、資金不足比率の概要について、ご報告いた

します。 

 審査に付されました健全化判断比率の内、実質赤字比率、連結実質赤字比率につきまし

ては、共に赤字額はなく、具体的な数字は表示いたしておりませんが、連結実質赤字比率

は、僅かながら上昇しており、国保会計の単年度赤字による影響と思われます。実質公債

費比率、将来負担比率は、共に前年より改善されております。 

 また、公営企業会計の資金不足比率につきましては、いずれの会計も資金不足を生じて

いないことを報告して、終わります。 

○議長 磯永優二君 
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 以上で、監査委員の報告を終わります。 

 本日の日程は、全て終了いたしました。 

なお、一般質問は、今月１０日から１２日の３日間を予定しております。 

なお、議案に対する質疑は、一般質問３日目に行います。一般質問並びに議案に対する質

疑のある方は、本日午後５時までに発言通告書の提出をお願いいたします。 

発言の順序は、通告書提出の順番といたしますが、議会運営上、変更いたすこともありま

すので、ご了承ください。 

 それでは、本日は、これをもって散会いたします。皆さん、お疲れでございました。 

散会 １１時５０分 


